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料をもとに検討した。県下 3 地区の 1980 年代と 2000 年以降の出現種数を比べると，8
～13 種から 4～7 種に減少し，共にホンダワラ，オオバモク，ジョロモクが減少し，群
落の種構成の単純化がみられた。 
女島（1955～2004 年）と県下 6 箇所の真珠養殖漁場（1982～2004 年）の観測資料を
もとに水温変化を検討した結果，女島では過去 50 年で 0.9℃，真珠養殖漁場では過去
23 年で各 0.5～0.9℃，と共に上昇傾向を示した。また，暖海性ホンダワラ類の分布域
北限周辺の 2 月の水温について，1960 年頃の熊本県牛深と現在の長崎県厳原の観測資
料を検討した結果，厳原では過去約 40 年で 2℃近く上昇し，1960 年頃の牛深と同等の
14～15℃に上昇していた。 
第３章では，長崎県沿岸における大型褐藻類の衰退現象と藻場の回復策について総
合的考察を行った。 
近年の海水温の上昇が藻食性魚類の摂食圧の増加をもたらし大型褐藻類の衰退現象
を顕在化させ，一方で暖海性ホンダワラ類やアントクメの分布域の北上と在来のホン
ダワラ類の種数の減少をもたらしていると判断された。衰退した藻場の回復策を講じ
る場合には，先ず，藻場の衰退の直接的原因が魚類の摂食であることを考慮する必要
がある。増殖対象種では，アラメ類だけではなくホンダワラ類を積極的に用い，さら
に摂食圧が強い場所では環境変化に適応した種の導入の検討が必要である。魚類の対
策では，網による海藻の防護が行われているが，耐久性や防護範囲等の問題が残され
ている。このため，未利用である藻食性魚類を漁業資源として見直しを図り，漁業によ
って一定水準に資源量を減らし維持することが生態的，産業的に最も有効な対策と考えら
れる。 
 
 
 
 
